
 

     本陣山登山道整備 6/3（日） 

   登山道(3コースと尾根道) 整備！ 
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本陣山登山道整備作業 ６/３（日） 

 今年度の「夢づくり地域交付金事業」である『本陣山登山道整備』作業

が町民のみなさんによって行われました。 

 今回は、登山道（3コースと尾根道）と駐車場周辺の整備作業です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参加されたみなさん、お疲れ様でし 

た。次回の作業もよろしくお願いしま

すね・・・。 

 

生い茂っていた登山道

が段々すっきりしてい

きます。 

休憩も大事！ 

水分補給を忘

れないでね… 

報道のお姉さ

ん、気を付け

てよ！ 

眺めが良くなった

のぉ～・・・ 

空
気
も
お
い
し
い
し
、
マ

イ
ナ
ス
イ
オ
ン
が
た
っ

ぷ
り
や
わ
ぁ
・
・
・ 



ふれあいサロン「認知症のイロハ」 ６/９（土） 

 社会福祉協議会大湫支部と大湫公民館主催のふれあいサロンが開催され

ました。今年度は、地元「大湫病院」から精神保健福祉士の先生方をお招

きし、「認知症」についてお話をしていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

社協大湫支部長（纐纈氏）

のあいさつでスタート 

方
言
で
話
さ
れ
て
、
親

し
み
や
す
く
分
り
や
す

か
っ
た
で
す
。 

伊佐地薫先生 

富田貴士先生 

ア
レ
ッ
！
私
の
事
や
わ

ぁ
～
‼
昨
日
、
食
べ
た

物
わ
す
れ
た
も
ん
… 

大
丈
夫
や
わ
、
そ

ん
な
の
私
は
し
ょ

っ
ち
ゅ
う
や
で
… 

ほ
や
け
ど
、
気

い
つ
け
な
あ
か

ん
に
い
…
！ 

ど
う
や
っ
て
気

を
つ
け
る
や
？ どうしたらええか、今日

教えて貰うんやにぃ… 

みなさん、真剣に聞き入ってまし
た。いつまでもお元気で・・・。 
先生方、ありがとうございました。 



              “ありがとう” 

宮地真美子 

 昭和 36年生まれ、私の小学 

校も思い出は、校舎から運動場 

へと長い長いすべり台が出き、 

プールが出き、校歌が出き、そ 

して創立 100周年記念があり、 

と沢山ありますが、どの出来事が先で後なのか・・・。 

 月日が流れ、時代も昭和から平成に。 

 昨年の夏、町民の方が学校の門坂の所で 

手を合わせ拝んでみえる姿を目にしました。 

胸がいっぱいになりました。 

 今は、旧大湫小学校跡地として、宿場 

の案内書に紹介されています。 

 本陣山から初夏の心地よい風と一緒にどこからか聞こえてきませんか。 

♪ はるかにつづく雲の峰・・・ 

・・・ 心やさしく美しい 大湫小の私たち ♬ 
                          ありがとう 

次回は、神田区の大内富時子さんです。 

 
 
釜戸中閉校記念事業より  

『さよなら・ありがとう 釜戸中学校』 

 31年（来年）3月の閉校に向けてさまざまな催しが行われてい

ますが、大湫町においても公民館前に区長会や大湫町コミュニテ

ィ推進協議会役員の手で横断幕が、そしてカウントダウンの看板

や幟
のぼり

をかかげました。 

 

 

 

 

 
 

竣工式（プール） 

長い長いすべり台 



 

「大湫町の青少年は大湫町民の手で、  

みとめて、ほめて、はげまして、みんなの力で健やかに」  

青少年育成推進員  向井一峰  

今年度の青少年育成町民会議は、６月 12 日に大湫公民館で行わ

れました。多くのことが活発に話し合われましたが、印象的なこと

についてレポートいたします。  

区域内に青少年育成の拠点とな  

る保育園・小中学校を持たない大  

湫町ですが、来年度からの「瑞浪  

北中学校」の統合により子どもた  

ちと地域とのつながりがさらに薄  

れがちになる恐れがあります。そこで大きな役割を担うのが「集ま

ろう会」と「大湫子ども会」の活動です。今年度もコミュニティ推

進協議会の関係組織との連帯のもとに、大湫太鼓を始め「田んぼの

学校」、サツマイモづくり、町夏祭り・文化祭参加等、様々な活動

を予定しております。  

最近の、携帯ゲーム機やスマホ等の普及は、子どもたちの交友関

係を無限に拡大させ、親や教師、地域の大人などの見守りの限界を

超えていく状況にあります。使用の長時間化や子どもたちどうしの

ネット上でのいじめなどの問題もさることながら、子どもたちが悪

意ある大人によるネットを介した犯罪の直接の被害者になるケー

スも後をたちません。子どもたちにスマホを買い与えて使用を認め

る前提として、親もしっかりと勉強して子どもと話し合い、家庭内

での使用ルールをきめること、子どもの成長に応じたフィルタリン

グを設定することが急務です。また周りの大人たちも、たんに“つ

いていけない”と嘆くだけではなく、地域社会にとって最も大切な、

次代を担う子どもたちの育成のために常に深い関心を持ち、家庭と

地域と学校が、情報や考え方を共有できるように、積極的に取り組

む必要があります。  

ここ数年、有難いことに、大湫町の自然や歴史に魅力を感じても

らえる若いご家族の転入が促進され、小さなお子さんたちも増えつ

つあります。安心して子育てができる仲間づくりの場として「集ま

ろう会」などの世代間交流の場をさらに充実していくとともに、地

域の各種行事を積極的に捉え、活かしていくことも大切になってい

くと思います。  



「
大
湫
中
学
」
備
忘
録
（
１
） 

一
九
四
五
（
昭
和
二
〇
）
年
八
月
十
五

日
の
「
玉
音
放
送
」
に
よ
り
、
国
民
は
戦
争

に
負
け
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
こ
の
敗
戦

に
よ
り
教
育
現
場
も
大
き
く
か
わ
っ
て
い

き
ま
す
。 

今
年
度
末
（
二
〇
一
九
年
三
月
）
に
釜

戸
中
学
は
閉
校
さ
れ
、
日
吉
・
瑞
陵
・
釜
戸

中
学
の
三
校
が
統
合
し
「
瑞
浪
北
中
学
」
と

な
り
ま
す
。
こ
の
統
合
に
よ
り
、
大
湫
中
学

が
遠
い
過
去
・
忘
却
の
彼
方
に
追
い
や
ら
れ

て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
誕

生
か
ら
釜
戸
中
学
と
統
合
す
る
ま
で
を
「
備

忘
録
」
と
し
て
、
記
録
に
と
ど
め
る
こ
と
を

試
み
ま
し
た
。 

 

１
．
敗
戦
が
日
本
の
教
育
を
変
え
た 

戦
争
中
、
国
民
学
校
令(

一
九
四
一
年
公

布)

に
よ
り
教
育
も
戦
争
推
進
の
役
割
を
担

わ
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
敗
戦
に
よ
り
国
民
学

校
令
が
廃
止
さ
れ
、
六
・
三
・
三
制
の
学
制

改
革
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ま
で
の
国
民

学
校
の
初
等
科
が
「
新
制
小
学
校
」
に
、
高

等
科
が
「
新
制
中
学
校
」
と
な
り
ま
す
。
こ

の
改
編
に
よ
っ
て
青
年
学
校
と
中
等
学
校

の
一
・
二
年
生
も
「
新
制
中
学
」
の
そ
れ
ぞ

れ
の
学
年
に
編
入
と
な
り
ま
し
た
。 

学
制
の
変
化
も
教
育
の
大
き
な
変
化
で

す
が
、
そ
の
変
化
を
国
民
が
実
感
す
る
こ
と

に
な
る
の
は
、
教
育
勅
語
の
扱
い
で
す
。
学

校
教
育
に
教
育
勅
語
を
用
い
な
い
こ
と
が

国
会
に
お
い
て
決
議
（
一
九
四
六
年
十
月
）

さ
れ
た
の
で
す
。 

 
２
．
大
湫
中
学
の
誕
生 

新
制
大
湫
中
学
が
発
足
し
た
こ
ろ
、
土

岐
郡
大
湫
村
は
「
人
口
七
百
余
人
戸
数
百
四

十
余
戸
の
県
下
最
小
の
村(

人
口
に
於
い

て)

」
で
し
た
。
当
初
、「
隣
村
釜
戸
村
と
の

組
合
立
中
学
校
が
設
立
さ
れ
る
よ
う
県
会

の
決
定
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
大
湫
国
民
学

校
長
の
森
川
清
爾
が
中
心
と
な
り
、
直
接
文

部
省
に
嘆
願
書
を
出
し
た
の
で
す
。
大
湫
村

の
特
殊
性
を
考
慮
し
、「
大
湫
村
立
大
湫
中

学
校
」
の
設
立
を
願
う
も
の
で
し
た
。
こ
の

村
民
の
強
い
願
い
が
叶
い
、
一
九
四
七
（
昭

和
二
二
）
年
四
月
の
新
学
制
実
施
と
軌
を
一

に
し
て
「
大
湫
中
学
校
」
が
誕
生
。
五
月
五

日
に
開
校
式
。
「
熱
烈
た
る
村
民
の
総
意
」

に
よ
る
開
校
で
し
た
。
そ
の
日
は
ま
さ
に

「
大
安
」
吉
日
で
し
た
。 

大
湫
の
新
し
い
中
学
校
教
育
は
、
大
湫

小
学
校
校
舎
を
借
り
た
教
室
で
始
ま
り
ま

す
。
岐
阜
県
土
岐
郡
大
湫
村
立
大
湫
中
学
校

の
誕
生
で
す
。
全
校
生
徒
六
四
名
（
男
子
三

二
名
、
女
子
三
二
名
）、
学
級
数
三
ク
ラ
ス
。

「
大
湫
国
民
学
校
」
の
森
川
清
爾
（
１
）

が
大

湫
中
学
の
初
代
校
長
と
な
り
ま
す
。
教
員
は
、

岐
阜
市
か
ら
篠
田
政
一
教
諭
、
大
湫
国
民
学

校
か
ら
奥
村
重 し

げ

教
諭
、
新
任
助
教
諭
の
愛
知

時
夫
。
さ
ら
に
八
月
一
日
か
ら
は
安
藤
富
代

教
諭
が
恵
那
郡
か
ら
赴
任
し
ま
し
た
。
専
任

五
名
、
兼
任
一
名
に
よ
る
指
導
体
制
（
２
）

で

し
た
。 

(

１)

森
川
清
爾
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に



岐
阜
県
師
範
学
校
（
現
岐
阜
大
学
）
を
卒
業
し
、

妻
木
・
釜
戸
、
岐
阜
市
内
の
小
学
校
教
員
を
経

て
、
一
九
四
四
（
昭
和
十
九
）
年
、
大
湫
国
民

学
校
長
に
就
任
。
当
時
、
県
下
で
最
も
若
い
校

長
と
し
て
話
題
と
な
り
、
一
九
六
三
（
昭
和
三

八
）
年
東
濃
教
育
事
務
所
次
長
に
就
任
し
て
い

る
。
一
九
六
五
（
昭
和
四
〇
）
年
没
。 

清
爾
は
恵
那
郡
川
上
村
か
ら
大
湫
宿
森
川
本

家
（
通
称
「
西
森
」
）
の
養
子
と
な
っ
た
祖
父
義

一
の
初
孫
に
あ
た
る
。（
瑞
浪
の
ふ
る
さ
と
人
物

史
編
集
委
員
会
編
（1

9
5
5

）『
瑞
浪
の
ふ
る
さ
と

人
物
史
』
瑞
浪
市
退
職
校
長
会
） 

（
２
）
翌
年
三
月
一
日
、
加
藤
周
蔵
教
諭
（
職
業
科
）

が
新
任
で
赴
任
。 

 ３
．
新
制
大
湫
中
学
の
教
育 

初
代
校
長
森
川
清
爾
は
、
食
糧
難
に
あ

え
ぎ
栄
養
不
足
だ
っ
た
児
童
生
徒
を
何
と

か
し
よ
う
と
、
学
校
給
食
を
行
い
ま
す
。
県

下
で
初
め
て
の
試
み
で
し
た
。
彼
は
自
ら
の

土
地
を
提
供
し
学
校
園
と
し
、
い
も
・
米
・

大
豆
を
作
ら
せ
、
「
山
で
炭
を
焼
き
、
子
供

と
共
に
作
業
を
し
て
学
校
で
昼
食
を
と
ら

せ
た
」
（
『
瑞
浪
の
ふ
る
さ
と
人
物
史
』
）
の

で
す
。 

当
時
の
カ 

 

リ

キ

ュ

ラ 
 

 

ム
（
時
間
割
）

は
、
国
語
に

重
点
が
お
か

れ
、
次
い
で

社

会

、

数

学
・
理
科
・

職
業
（
農
業
）、

そ
れ
に
習
字

が
必
修
科
目
。 

必
修
科
目
の
時
間
数
は
、
週
三
〇
時
間
。
選

択
科
目
が
週
四
時
間
あ
り
ま
し
た
。
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
は
、
毎
日
六
時
間
授
業
。
土
曜

日
四
時
間
授
業
。 

五
月
十
三
日
、「
三
重
県
の
富
田
浜
方
面

へ
修
学
旅
行
」（
３
）
。
秋
季
運
動
会
（
十
月
）・

秋
季
遠
足
運
動
（
十
一
月
）
、
さ
ら
に
三
年

生
は
、
一
泊
で
岐
阜
市
方
面
に
修
学
旅
行

（
十
一
月
）・
椎
茸
栽
培
講
習
会
（
二
月
）
・

学
芸
会
（
三
月
）
。
多
彩
な
学
校
行
事
で
す
。

こ
の
教
育
は
生
徒
の
心
に
し
っ
か
り
届
い

て
い
ま
す
。 

初
年
度
の
卒
業
生
は
「
全
校
生
徒
が
働

き
な
が
ら
学
ぶ
と
い
う
自
主
独
立
精
神
を

培
う
べ
く
野
外
授
業
も
行
わ
れ
て
い
ま
し

た
。
（
中
略
）
学
校
行
事
は
、
富
士
見
台
登

山
、
弁
論
大
会
、
釜
戸
中
学
校
で
の
合
唱
交

流
会
等
々
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
修

学
旅
行
は
岐
阜
市
内
見
学
、
旅
館
『
四
季
の

里
』
で
一
泊
、
お
米
を
持
参
し
て
の
旅
で
し

た
」（
４
）
（
昭
和
二
二
年
度
大
湫
中
卒
業
生 

小
栗 

ひ
ろ
子
）
と
回
想
し
て
い
ま
す
。 

大
湫
中
学
の
教
育
は
学
外
の
教
育
関
係

者
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
一
九
四

七
年
六
月
、
「
東
部
第
一
部
落
実
験
学
校
」

に
指
定
さ
れ
、
「
自
主
的
学
習
態
度
の
養
成

並
び
に
発
表
能
力
の
養
成
」
を
テ
ー
マ
に
、

十
二
月
と
翌
年
の
三
月
に
研
究
発
表
会
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
（
文
責 

長
谷
川
明
） 

 

（
３
）
全
学
年
で
実
施
し
た
日
帰
り
の
社
会
見
学
か
？ 

（
４
）
記
念
誌
編
集
委
員
会
（1998

）『
釜
戸
中
学
校

五
十
周
年
記
念
誌 

追
憶 

我
が
母
校
』
瑞
浪
市

立
釜
戸
中
学
校 

 



  
 

 

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
菜
園
」
に
参
加
し
て 

青
木 

宏 

 
 

先
日
行
わ
れ
た
集
ま
ろ
う
会
の
サ
ツ
マ

イ
モ
を
植
え
る
イ
ベ
ン
ト
に
、
子
供
２
人
と

参
加
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
経

験
で
し
た
が
、
ベ
テ
ラ
ン
の
方
に
教
え
て
も

ら
い
な
が
ら
楽
し
く
苗
を
植
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
子
供
が
積
極
的
に
じ
ょ
う
ろ

を
持
っ
て
水
を
遣
っ
て
く
れ
る
の
を
見
て

嬉
し
か
っ
た
で
す
。
地
域
の
沢
山
の
人
達
と

わ
い
わ
い
作
業
す
る
の
が
子
供
達
も
楽
し

か
っ
た
よ
う
で
し
た
。
そ 

の
後
は
“
棚
橋
さ
ん
の
家 

で
朴
葉
寿
司
を
作
っ
て
食 

べ
た
よ
”
と
報
告
し
て
く 

れ
ま
し
た
。
お
い
し
か
っ 

た
ら
し
く
僕
の
分
は
あ
り 

ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

そ
れ
以
外
に
も
個
人
で
小
さ
な
畑
を
貸

し
て
も
ら
っ
て
、
そ
こ
に
は
ト
マ
ト
と
オ
ク

ラ
を
植
え
て
い
ま
す
。
夕
方
散
歩
の
時
に
子

供
と
見
に
行
く
の
で
す
が
、
い
つ
も
他
の
畑

の
方
が
水
を
遣
っ
て
く
れ
て
お
り
、
そ
ん
な

所
も
と
て
も
心
が
な
ご
み
ま
す
。 

 

こ
れ
か
ら
夏
が
過
ぎ
、
秋
に
な
っ
て
イ
モ

掘
り
が
で
き
る
こ
と
を
子
供
達
も
今
か
ら

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

  
子
ど
も
を
見
守
り
た
い 

棚
橋
和
代 

 

大
湫
小
学
校
が
統
合
す
る
と
、
地
域
の
み

な
さ
ん
と
子
ど
も
達
、
家
族
同
士
の
ふ
れ
あ

い
の
機
会
が
薄
れ
て
い
く
よ
う
で
し
た
。
そ

ん
な
時
、
助
け
ら
れ
た
の
が
太
鼓
で
し
た
。

ふ
た
た
び
子
ど
も
達
、
親
子
が
集
え
る
場
が

出
き
、「
ま
る
で
家
族
太
鼓
み
た
い
ね
」
と

呼
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
太
鼓
を
こ 

 

れ
か
ら
も
集
ま
ろ
う 

 

会
の
大
切
な
柱
と
し
て

繋
い
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て

も
う
一
つ
『
自
然
と
遊

ぼ
う
会
活
動
』
と
し
て
、 

フ
ァ
ミ
リ
ー
菜
園
を
始
め
ま
し
た
。
菜
園
の

手
入
れ
を
し
な
が
ら
家
族
同
士
の
ふ
れ
あ

い
の
場
に
な
っ
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自
然
の

中
で
遊
び
、
近
所
の
人
達
と
対
話
し
、
大
湫

良
さ
を
見
つ
け
、
伝
え
て
、
そ
し
て
親
子
同

志
も
仲
良
く
交
流
出
来
る
こ
と
を
願
う
中

で
、
こ
の
菜
園
も
近
く
で
安
心
し
て
み
ん
な

が
集
え
る
広
場
が
あ
っ
た
ら
い
い
ね
と
話

し
合
っ
て
い
ま
す
。
「
自
分
達
の
広
場
は
、

自
分
達
で
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
み
ん
な
で
力

を
合
わ
せ
て
進
み
た 

い
と
思
い
ま
す
。 

  
 

集
ま
ろ
う
会 

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
菜
園
」
出
来
ま
し
た
！ 



大
湫
の
宝
も
の 

須
山
教
子 

 
 
 
 
 
 
 
 

空
い
た
畑
を
お
借
り

す
る
事
が
で
き
、
集
ま
ろ

う
会
で
は
フ
ァ
ミ
リ
ー

菜
園
を
五
月
か
ら
家
族

で
ス
タ
ー
ト
す
る
事
に

な
り
ま
し
た
。 

 

地
域
の
人
に
色
々
指
導
し
て
頂
き
、
う
ね

の
作
り
方
か
ら
学
び
ま
し
た
。
何
も
か
も
初

体
験
で
し
た
。 

 

親
子
で
参
加
す
る
る
姿
は
、
と
て
も
楽
し

く
、
な
ご
や
か
で
仲
間
も
増
え
ま
し
た
。
作

業
中
も
ミ
ミ
ズ
や
カ
エ
ル
が
現
れ
、
子
供
の

声
が
だ
ん
だ
ん
大
き
く
な
り
、 

 
 
 
 
 
 
 

地
域
を
元
気
づ
け
る
源
だ
と 

 
 
 
 
 
 
 

感
じ
ま
し
た
。 

 

私
が
最
初
に
こ
の
町
の
暖
か
さ
を
感
じ

た
事
は
、
夕
方
流
れ
る
子
供
の
声
の
放
送
で

し
た
。
地
域
の
人
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち

を
し
っ
か
り
伝
え
る
声
が
本
当
に
す
ば
ら

し
い
事
で
胸
が
熱
く
な
り
ま
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ま
と
し
っ
か

り
子
ど
も
達
を
見
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

ま
た
、
活
動
を
通
し
て
み
ん
な
で
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
野
菜

の
収
穫
も
う
ま
く
で
き
る
か
ち
ょ
っ
と
不

安
で
す
が
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。 

 

地
域
の
皆
さ
ま
、
ご
協
力
し
て
頂
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

六
月
の
句 

 
 

山
口
雪
子 

軒
に
干
す
真
菰

ま

こ

も

の
青
さ
匂
ひ
け
り 

四 よ
ん

里 り

と
ふ
湖
岸
通
り
の
緑

り
ょ
く

雨 う

か
な 天

野
辰
代 

梅
雨
寒
や
寺
庭

じ

て

い

の
地
蔵
も
目
を
伏
せ
り 

   

旅
行
靴
三
和
土

た

た

き

を
濡
ら
す
梅
雨
の
朝 

 

盆踊り練習日 

日時：8/1（水） 

   8/8（水） 

19：30～ 

会場：大湫公民館 

＊詳しくはチラシを！ 



６月の丸森から 

 

訪れた方（６/２４まで） 

町外から 町内 
合 計 

その内 

(外国関係) 大人 幼小中高 大人 幼小中高 

６４２ １ ６３ １０ 
７１６ 

３１ 
昨年６月７５８人 

 

H30,4 月～ ３,２４８ 人 

オープンから １４,４６１ 人 
 

（団体） 

＊１５団体（２０３人）・・・・ツーリズム(３)、トラベル日本(１)、旅人企画(２)、阪急ツアー

(１)、 

                坂祝郷土史会、山旅人、Walk Japan(４)、名古屋ツアー（１） 

 （最近の様子）   

      ＊旅人企画が公民館を食事場所として利用（使用料金）、地元で食事(五平等)を希

望 

＊団体への引率案内を実施・・・・・・丸森から要請（ガイドの安藤・玉置） 

ボランティアの会への要請（安藤・玉置） 

＊６月後半は、外国人も一休み（梅雨・暑い） 

     ＊釜戸楽市へ参加（６/24）・・・・丸森の宣伝と販売品 

 

７月の丸森事業 から、   
 

 ①観音堂絵天井拝観（お盆期間を中心に） 

1 回目 2 回目 3 回目 

７/１４(土) ７/１５（日） ７/１６(月)海の日 
 

時間 (１３:００～１４：００) 

 ＊市の広報７/１号に掲載、市内公民館等へチラシ配布済み 

 ＊引率案内・・・職員・ボランティアの会へ要請 
     

 ②館内展示 

  ＊風を呼び、涼しさを体感してもらう 

(風鈴をつるす) 

 
 

 ③アンケート調査（その１） 

＊６月下旬から、２０名に往復はがきを送る。 

      (東京、大阪、愛知、名古屋市、岐阜県内、東濃地方、市内・・・) 
 

 ④ボランティアガイドの会主催の研修に希望参加（四ツ谷から大井宿まで） 

丸森だより 

 



うまいことたれ

付かんわ 

「ごへだ」で、大・“パーティ” 

大湫町足又区の女性たちが「ごへだ」パーティを開きました。「ごへだ」

とは、いま NHK の「朝ドラ・半分、青い」で“ごへいもち”として「全

国区デビュー」したソウルフード。実際には「夜明け前」（島崎藤村著）で、

“御幣餅”と記されていることからすれば、2 度目のデビューともいえま

す。 

6 月 8 日、梅雨入りして雨が心配されていましたが、晴。蒸し暑い日で

す。午前 8時から足又地区公民館の掃除から始まりました。「御幣」状にし   

た「ごへだ」 とタレづくりを女性陣がおこない、男性陣   

が炭を熾し ます。日差しと炭火に照らされて、串に付

けられたお米の塊、“ごへだ”を素焼き。

その後タレを付けてこんがりと焼き上げます。

香ばしい匂いが辺りに漂い始めました。 

区長さんらは、足の悪い皆さんを車で迎えに回

りました。集まった皆さんは、お互いに「変わら

んねー」「調子はどうだね？」「お父さんの調子は？」

「変わりませんよ」「変わらんことがいいんだがね」

などと話が弾みます。 

参加者が持ち寄った、 

フキの佃煮や漬け物、タケノコの煮物。盛大なパ 

ーティとなりました。帰りには、「ごへだ」のお土 

産も。楽しいパーティとなりました。 

以下は、タレのレシピです。Y さんに提供していただきました。皆さん

も挑戦しませんか。 
 

醤油たれ（1升分） 

ゴマ 200㌘  落花生 300㌘  鰹節 100㌘  砂糖 400㌘ 

醤油 300cc    酒 100cc 
 

味噌たれ（1升分） 

ゴマ 200㌘  クルミ 300㌘  鰹節 100㌘  砂糖 400㌘ 

酒  100cc     湯 200cc  

（文責、長谷川明） 



 「大湫中学校」の資料をご提出下さい 

 1）校章  2）校歌 をご存知の方は、公民館まで 

 尚、大湫中学校関連資料をお持ちの方は、ぜひお寄せ下さい。 

 公民館 ℡：63-2360 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

おおくて寺子屋 

今年も寺子屋開催！ 

場所：公民館 

期間：7/24～8/9まで 

火・木曜日の週 2回 

時間：9時～11時 30分 

対象：小・中学生 

内容：勉強、灯ろうづ

くり（夏祭り展示） 

 

志多らミニコンサート 

＆ワークショップ 

 和太鼓プロ集団が、今

年もやってきます。 

場所：公民館 

月日：7月 16日(祝・月) 
 

大湫病院納涼祭 

 集まろう会大湫太

鼓のみなさんが、太鼓

を披露します。 

 場所：大湫病院 

 月日：7月 21日(土) 

どちらも、配布

されるチラシ

をご覧下さい 



Ｉ

Ｇ Ｈ

A Ｄ Ｅ Ｆ

B Ｃ

※雨天中止の状況により試合日程の変更の場合あり

9/16(日)

8/25(土)

8/5(日)

7/1(日) 7/7(土)

8/18(土)

9/1(土)

7/14(土)

⑦
神
徳

⑧
中
大
島

⑨
公
文
垣
内

①
大
湫

②
宿

③
平
山

④
町
屋

⑤
東
大
島

⑥
下
切

⑩
西
大
島

7/15(日)

 

 

 

瑞浪市教育委員会スポーツ文化課では、大湫の町並みや神明・白山 

神社例祭の歴史や由来などに関する調査を行っています。 

  ご自宅に古い町並みや祭礼の様子が記録された写真や文書、日記、 

絵などの資料をお持ちの方がありましたら、ぜひ下記までご連絡いた 

だければ幸いです。皆さまのご協力をお願い申し上げます。 

 

【調査の概要】 

・調査対象：大湫の町並み、神明・白山神社例祭の様子や詳細が記録 

された資料（写真、文書、日記、絵など） 

・調査方法：お持ちの資料を借用し、写真撮影を行った後に返却します。 

   （写真撮影に同意がいただけない場合は、閲覧後に返却します） 

・連 絡 先：瑞浪市教育委員会スポーツ文化課（瑞浪市化石博物館内） 

      ＴＥＬ ６８－７７１０ ＦＡＸ ６６－１１２２ 

      e-mail sportsbunka@city.mizunami.lg.jp 

※大湫コミュニティに資料を持ち込む（預ける）こともできます。 

 

 

釜大区対抗軟式野球大会（ナイター）予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会式：7/1(日) 
19：20～ 

会場：釜中グランド
試合開始：19：30 

大湫町は 7/14(土)です。 

mailto:sportsbunka@city.mizunami.lg.jp


や
は
り
「
少
子
化
」
は 

 

気
に
な
る 

 

 

人
工
衛
星
よ
り
見
た
地
球
は
奇
麗
だ
っ

た
と
飛
行
士
は
言
う
。
何
時
ま
で
「
奇
麗
」

な
星
と
し
て
存
在
出
来
る
だ
ろ
う
か
。 

 

「
何
を
馬
鹿
な
」
「
来
年
の
こ
と
も
判
ら

ぬ
の
に
」「
精
一
杯
生
き
て
も
百
年
だ
」
。
千

年
先
と
言
っ
て
も
笑
わ
れ
る
の
が
「
落
ち
」

で
あ
る
。 

 

「
投
稿
の
種
」
が
尽
き
て
同
じ
様
な
こ
と

を
書
い
て
気
が
引
け
る
。
し
か
し
何
と
言
っ

て
も
次
世
代
を
担
う
後
継
者
が
年
々
減
少

す
る
の
に
不
安
を
感
じ
て
い
る
人
は
私
一

人
で
は
な
い
だ
ろ
う
。 

 

資
源
の
無
い
我
が
国
が
、
経
済
大
国
に
な

れ
た
の
も
勤
勉
な
労
働
力
が
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。 

地
方
で
生
ま
れ
育
っ
て
、
都
会

で
豊
か
な
人
生
を
送
る
の
が
大
方
の
パ
タ

ー
ン
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
今
と
な
っ
て
は
、

都
市
の
過
密
に
対
し
地
方
の
過
疎
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
。 

生
活
環
境
の
悪
い
田
舎
に
は
結
婚
相
手
が

居
な
い
。
特
に
農
家
に
は
独
身
の
若
者
が
多

い
。
後
継
者
が
い
な
い
農
家
は
高
齢
者
ば
か

り
で
空
き
屋
が
続
出
し
て
い
る
。
経
営
条
件

に
恵
ま
れ
た
都
市
周
辺
の
農
家
で
も
先
行

き
の
見
通
し
が
暗
く
、
農
業
を
志
望
す
る
若

者
は
少
な
く
な
る
ば
か
り
で
あ
る
。「
安

全
・
安
心
」
な
農
産
物
の
生
産
が
求
め
ら
れ

て
い
る
が
、
食
料
の
自
給
は
難
し
い
。
悪
い

こ
と
は
「
政
治
が
悪
い
」
と
な
っ
て
し
ま
う
。

「
愛
国
心
」
と
言
う
と
戦
争
の
亡
霊
が
出
て

来
る
。 

少
子
化
の
原
因
の
一
つ
は
、
農
家
の
主
婦

の
実
態
で
あ
る
。
経
営
が
合
理
化
さ
れ
て
は

来
た
が
主
婦
は
忙
し
い
。
家
事
か
ら
親
の
世

話
、
子
育
て
ま
で
、
昔
と
違
っ
て
難
し
い
時

代
で
あ
る
。
農
家
の
嫁
に
な 

る
女
性
が
少
な
い
の
は
当
然 

だ
と
思
う
。 

そ
れ
で
も
最
近
、
ス
ト
レ
ス
の
多
い
都
会

を
嫌
っ
て
田
舎
に
移
り
住
む
若
者
が
多
く

な
っ
て
来
た
。
し
か
し
、
小
中
学
校
の
閉
校

な
ど
子
育
て
の
環
境
は
悪
く
な
る
ば
か
り

だ
。 ご

多
分
に
漏
れ
ず
、
我
が
大
湫
も
小
学
校

は
無
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
市
の
支
援
を

受
け
、「
観
光
立
町
」
を
目
指
し
て
町
民
総

出
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
展
開
し
て
い

る
。
お
陰
で
空
き
屋
利
用
も
進
み
、
市
内
で

も
人
口
が
増
加
し
て
お
る
町
と
し
て
市
の

評
価
を
受
け
て
い
る
。
可
愛
い
幼
児
の
姿
に
、

思
わ
ず
安
堵
す
る
こ
と
が
あ
る
。 

今
国
会
で
は
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
審

議
が
行
わ
れ
て
い
る
。
勉
強
不
足
で
内
容
に

つ
い
て
は
判
ら
ぬ
が
、
大
企
業
で
働
く
人
達

の
た
め
で
な
く
、
農
業
や
中
小
企
業
で
働
く

人
達
が
子
育
て
を
し
な
が
ら
働
く
こ
と
が

出
来
る
制
度
に
改
善
さ
れ
る
こ
と
を
願
う

も
の
で
あ
る
。 

 

（
文
責
） 

天
野
長
三
郎 



                     

                     

                     



リ・アップ“ひよも”だより 

 

7 月のお茶のみ会のおさそい 

日 時：7 月 4 日（水曜日） 

9：30～11：00 頃まで 

場 所：ふれあいセンター 

参加費： ５０円 

                

   

オススメ！大湫分室の本 

『不便ですてきな江戸の町』 

永井義男：著 

 タイムスリップした、現代人が

江戸で生活するとどうなるか。ト

イレは臭いし、暗い。『駕籠』に乗

ってみれば体中が軋み、まるで拷

問のよう。当時の暮らしを紙面で

体験してみて下さい。 

ご招待券あります（各 2名様） 

『驚異の超絶技巧！ 

明治工芸から現代アートへ』 

 期間：8 月 26 日(日)まで 

 会場：岐阜県現代陶芸美術館 

＊詳しくは大湫公民館まで 

℡：63-2360 

＊大湫宿お休み処 

7月の営業は 1日(日)・8日(日)・15日

(日)・22日(日)・29日(日)です。 

“皆様のお越しをお待ちしております” 

☆当日(急ぎ)の予約は丸森へお願いします。

℡：0572-63-2455 
        

＊おしゃべりサロン「こぶし」 

（100 円コーヒー） 

7月営業日 第 2・第 4土曜日 

営業時間 AM9：00～AM11：00  

営業場所 ふれあいセンター  

青色回転灯防犯パトロール 

7 月のパトロール予定者 

 
7/上旬：玉置憲政・大内延男 

7/下旬：三輪勝彦・安藤則通 

デマンド交通 

利用者(大湫～日吉東部) 

５月：４３便 延べ８３名 

 

 

皆さん、もっと々利用してくだ
さいね。 
利用者が少ないと、運行本数が
減ってしまうかも・・・！ 

大湫町夏祭り 

 開催日：８月１１日（土） 

   １８：００スタート 

 会場：旧大湫小学校グラウンド 

    （雨天：公民館） 

 

 

 

 

 

   

＊詳しくは7/15号にてお知らせし

ます。 



区
長
日
記 

 

今
年
の
大
湫
町
の
夢
づ
く
り
事
業
は
、
本
陣
山
へ
の
登
山
道
整
備

で
す
。
第
一
回
目
の
活
動
に
は
25
名
も
の
有
志
の
方
々
に
参
加
い
た

だ
き
、
現
場
の
点
検
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、
ふ
る
里
を
良

く
し
た
い
と
い
う
町
民
の
皆
さ
ん
の
心
意
気
の
表
れ
と
嬉
し
く
思

う
と
と
も
に
、
こ
の
一
年
を
か
け
て
大
湫
町
の
魅
力
を
更
に
高
め
て

行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

恒
例
の
「
市
長
と
語
る
会
」
で
は
、
参
加
者
か
ら
人
口
増
加
対
策
・

二
つ
の
観
音
堂
の
文
化
財
指
定
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る

幾
つ
も
の
提
案
を
い
た
だ
き
、
市
の
総
合
計
画
（
後
期
計
画
）
の
検

討
に
も
繋
が
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
際
市
長
か
ら

「
大
湫
町
は
人
口
増
加
に
つ
な
が
る
魅
力
的
な
活
動
を
し
て
い
る

地
域
と
し
て
市
の
模
範
で
あ
る
」
と
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
も
と
、
限
り
あ
る
資
源
・
機
会
を
活
か

し
て
、
更
に
マ
ン
パ
ワ
ー
の
強
化
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

子
供
の
人
数
が
少
な
く
な
り
、
学
校
の
統
廃
合
が
続
く
昨
今
で
す

が
、
そ
の
一
人
ひ
と
り
が
、
地
域
の
宝
物
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
地
域
で
育
て
る
子
供
た
ち
と
の
認
識
を
大
切
に
、
今

小
中
学
校
で
展
開
さ
れ
て
い
る
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
を
、
大
湫
町
の

青
少
年
育
成
町
民
会
議
の
今
年
の
テ
ー
マ
と
し
て
一
緒
に
取
り
組

ん
で
行
き
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

区
長
会
長 

足
立 

６
月
１
日 

定
例
区
長
会
・
幹
事
会 

３
日 

夢
づ
く
り
事
業
「
本
陣
山
登
山
道
」
整
備
活
動 

 
 

８
日 

大
湫
町
「
市
長
と
語
る
会
」 

 
 

９
日 

社
協
支
部
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
交
通
安
全
協
会
総
会 

 
 

10
日 

瑞
浪
市
消
防
操
法
大
会 

 
 

12
日 

青
少
年
育
成
町
民
会
議 

 
 

13
日 

釜
戸
中
学
校
閉
校
記
念
人
文
字
空
撮
・
横
断
幕
掲
示 

 
 

14
日 

み
ん
な
の
農
園
「
黒
豆
種
蒔
」 

 
 

17
日 

夏
季
奉
仕
作
業
・
瑞
浪
市
主
張
大
会 

 
 

23
日 

長
寿
会
花
壇
づ
く
り
・
大
湫
町
Ｏ
Ｂ
会 

 
 

24
日 

古
民
家
再
生
事
業
現
場
見
学
会 

 
 

25
日 

瑞
浪
市
連
合
自
治
会 

 
 

27
日 

瑞
浪
恵
那
道
路
「
道
の
駅
」
検
討
会 

 
 

28
日 
土
木
関
係
要
望
現
地
立
会
・
夏
祭
り
実
行
委
員
会 

 
 



          

 

         

 

編
集
後
記 

  

先
日
の
会
議
で
子
ど
も
に
対
す
る
携
帯
や
ス
マ 

ホ
・
ゲ
ー
ム
機
・
ネ
ッ
ト
に
関
し
た
話
し
合
い
が 

さ
れ
ま
し
た
。『
わ
が
家
の
ル
ー
ル
』
を
作
る
こ
と
、 

親
の
責
任
の
重
大
さ
な
ど
・
・
・
。 

 

大
人
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
あ
る
時
、
電
車
内 

で
は
半
数
以
上
の
人
が
携
帯
や
ス
マ
ホ
を
使
用
し 

て
ま
し
た
。
驚
き
で
す
。
大
事
な
用
事
か
も
し
れ 

ま
せ
ん
が
、
全
員
が
そ
う
で
し
ょ
う
か
？  

中
に
は
幼
子
に
見
向
き
も
せ
ず
、
ス
マ
ホ
に
夢 

中
な
親
さ
ん
も
・
・
・
。 

 

こ
ん
な
記
事
を
読
み
ま
し
た
。
幼
い
子
ど
も
に 

“
今
、
何
に
な
り
た
い
”
す
る
と
子
ど
も
は
“
マ 

マ
の
ス
マ
ホ
に
な
り
た
い
“
と
あ
り
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
た
め
の
ル
ー
ル
で
な
く
、
大
人
も
子 

ど
も
に
恥
ず
か
し
く
な
い
行
動
が
必
要
で
は
な
い 

で
し
ょ
う
か
・
・
・
ｙ 

  

編 集 発 行：大湫町コミュ二ティ推進協議会 広報委員会 

平成 30 年 7 月 1 日   瑞浪市大湫町 422-1  ℡0572(63)2360 

http://okute-shuku.jp/ 

 

 

訂
正
：
６
月
号
の
リ
・
ア
ッ
プ
「
ひ
よ
も
」
内
の 

 

樋
田
将
太
→
「
翔
太
」
で
す
。
お
詫
び
致
し
ま
す 

三
一

三
〇

二
八

二
六

二
四

二
二

二
一

二
〇

一
七

一
六

一
五

一
四

一
二

九 七 六 四 三 二 一 日

火 月 土 木 火 日 土 金 火 月 日 土 木 月 土 金 水 火 月 日 曜

　
　
行
　
　
　
事

大
湫
寺
子
屋

広
報
委
員
会

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン
／
山
び
こ
ど
ん

釜
戸
町
夏
祭
り

大
湫
寺
子
屋

大
湫
寺
子
屋

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

大
湫
病
院
納
涼
祭

（
集
ま
ろ
う
会
大
湫

太
鼓
出
演

)

幼
小
中
終
業
式

結
核
検
診

（
神
田
・
大
湫
公
民
館

）

＊
海
の
日
／
志
多
ら
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー

ト

＆
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ

プ

本
陣
山
登
山
道
整
備
作
業

お
し

ゃ
べ
り
サ
ロ
ン

釜
大
野
球
大
会

(

大
湫
試
合

)

健
康
ミ
ニ
セ
ミ
ナ
ー

「
オ
オ
ク
テ
・
ツ
ク
ル
テ

」
実
行
委
員
会

集
ま
ろ
う
会

定
例
区
長
・
幹
事
会

⑫
脳
と
か
ら
だ
の
リ
フ
レ

ッ
シ

ュ
教
室

(

幼

)

七
夕
会
＆
こ
ぶ
し
会

リ
・
ア

ッ
プ

「
ひ
よ
も

」

公
民
館
講
座

「
ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド

」

財
産
区
全
員
会
議

市
中
体
連

予
　
　
　
定

平
成
三
十
年
七
月
行
事
予
定

今月の資源ごみ：7/19(木)不燃ごみ：7/5(木)


